
政

令

省

令

告

示

平成™š年˜—月�日 金曜日 第œ�œœ号官 報

（
国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改

正
）

第
六
条

国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
（
平

成
三
年
法
律
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加

え
る
。

２

東
京
電
力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会

法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
二
号
）
が
そ
の
効

力
を
有
す
る
間
に
お
け
る
第
二
条
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
同
条
中
「
並
び
に
国
立
国
会
図
書
館
」

と
あ
る
の
は
「
、
国
立
国
会
図
書
館
」
と
、「
専
門
調

査
員
」
と
あ
る
の
は
「
専
門
調
査
員
並
び
に
東
京
電

力
福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
長

及
び
委
員
」
と
す
る
。

総
務
大
臣

川
端

達
夫

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

政
令
第
三
百
十
二
号

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま

で
の
間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い

て
の
激
甚
災
害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き

措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
激
甚じ

ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十

号
）
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制

定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災

害
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
二
百
九
十
九
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
の
表
中
「
並
び
に
奈
良
県
吉
野
郡
十
津
川
村
」
を

「
、
奈
良
県
吉
野
郡
天
川
村
及
び
十
津
川
村
並
び
に
和
歌

山
県
田
辺
市
、
新
宮
市
、
日
高
郡
日
高
川
町
並
び
に
東
牟

婁
郡
那
智
勝
浦
町
及
び
古
座
川
町
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

財
務
大
臣

安
住

淳

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

〇
経
済
産
業
省
令
第
五
十
三
号

電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第

三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
発
電
用
原
子
力
設

備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

経
済
産
業
大
臣

枝
野

幸
男

発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省

令
（
昭
和
四
十
年
通
商
産
業
省
令
第
六
十
二
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
、
津
波
」
を
削
り
、「
地
震
」
の
下

に
「
及
び
津
波
」
を
加
え
る
。

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
五
条
の
二

原
子
炉
施
設
並
び
に
一
次
冷
却
材
又
は
二

次
冷
却
材
に
よ
り
駆
動
さ
れ
る
蒸
気
タ
ー
ビ
ン
及
び
そ

の
附
属
設
備
が
、
想
定
さ
れ
る
津
波
に
よ
り
原
子
炉
の

安
全
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適

切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

津
波
に
よ
つ
て
交
流
電
源
を
供
給
す
る
全
て
の
設

備
、
海
水
を
使
用
し
て
原
子
炉
施
設
を
冷
却
す
る
全
て

の
設
備
及
び
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
を
冷
却
す
る
全
て
の

設
備
の
機
能
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
直
ち
に
そ

の
機
能
を
復
旧
で
き
る
よ
う
、
そ
の
機
能
を
代
替
す
る

設
備
の
確
保
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
二
条
中
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
」
を
「
電
子
」
に
改
め

る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
四
百
四
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
届
出
事
項

の
異
動
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

総
務
大
臣

川
端

達
夫

政
党政

治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

民
主
党

会
計
責
任
者
の

氏
名

武
正

公
一

長
浜

博
行

二
三
、

九
、

六

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
八
号

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
（
昭
和
六
十
一
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
七
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
者
に
対
し
、
中
華
人
民
共
和
国

を
原
資
格
国
と
し
て
外
国
法
事
務
弁
護
士
と
な
る
資
格
を

承
認
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

氏

名

群

生
年
月
日

千
九
百
六
十
四
年
四
月
十
二
日

国

籍

中
華
人
民
共
和
国

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
五
十
九
号

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
役
場
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部

が
滅
失
し
た
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
川
代
八
十
八
番
地

二
号

川
村

松

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
一
号

左
記
の
者
の
申
請
に
係
る
日
本
国
に
帰
化
の
件
は
、
こ

れ
を
許
可
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

住
所
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
１
丁
目
3
6番
３
`
2
0
2号

洪
ß
昭
和
5
6年

1
0月

2
7日
生

住
所
千
葉
市
稲
毛
区
轟
町
５
丁
目
３
番
2
8号

金
ß

昭
和
5
9年
９
月
2
1日
生

住
所
神
奈
川
県
綾
瀬
市
寺
尾
中
４
丁
目
４
番
1
3号

ジ
ェ
ッ
プ
・
チ
ー
・
フ
イ
昭
和
4
7年

1
2月
９
日
生

ジ
ェ
ッ
プ
・
ヴ
ィ
・
ハ
オ
平
成
1
9年
８
月
2
9日
生

住
所
福
岡
市
南
区
寺
２
丁
目
1
1番

2
1号

Ô
ß
昭
和
4
4年

1
0月

3
0日
生

陳
曉
‘
昭
和
4
3年
７
月
2
8日
生

Ô
珠
莉
平
成
1
1年
２
月
２
日
生

Ô
凌
平
成
1
2年

1
0月
３
日
生

住
所
埼
玉
県
深
谷
市
高
島
1
7
9番
地

林
巧
玲
昭
和
3
1年
６
月
1
3日
生

住
所
大
阪
市
東
淀
川
区
大
桐
５
丁
目
1
5番

1
2号

張
菁
怡
昭
和
5
2年
８
月
４
日
生

住
所
愛
知
県
小
牧
市
大
字
二
重
堀
6
7
5番
地
１

曲
愛
弟
昭
和
3
7年
８
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
墨
田
区
八
広
４
丁
目
2
4番
１
`
8
1
2号

李
康
弘
昭
和
4
5年
８
月
1
9日
生

周
珊
昭
和
5
0年
７
月
1
9日
生

李
翔
也
平
成
1
7年
５
月
1
4日
生

李
÷
也
平
成
2
0年
７
月
2
5日
生

住
所
東
京
都
渋
谷
区
神
山
町
3
2番

1
0号

汪
賢
昭
和
3
5年
６
月
４
日
生

〇
法
務
省
告
示
第
四
百
六
十
号

長
野
県
上
田
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
の
一
部
が
滅
失

し
た
た
め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に

掲
げ
る
者
は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
七
日
ま
で
に
、
同

市
長
に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
上
田
市
役
所
又
は
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
三
年
十
月
七
日

法
務
大
臣

平
岡

秀
夫

長
野
県
小
県
郡
上
田
町
二
百
八
十
八
番
地

小
林
治
三
郎

œ
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